
純真学園大学院 診療看護師（NP）コースの概要

診療看護師 (NP)コースの基本理念

「気品」「知性」「奉仕」という建学の精神に則り、「多様な状況に対応するために、主としてクリティカル領域で、
チーム医療を展開する場において、患者の一番近くで、高度な専門知識を活用した包括的な判断により、医療
行為に踏み込んだ実践ができる自律した看護師」の育成を目指します。

診療看護師 (NP)コースの教育目的・教育目標

＜教育目的＞
健康問題をもつ個人や家族が、進歩する治療に対して意思決定でき、選択した治療の効果を十分に発揮で
きるための高度な看護実践能力の修得を目的とする。
＜教育目標＞
高度な看護実践能力を養うことにより、クリティカル領域、プライマリ領域での国民のニーズに応えるための
自律した判断と実践ができる高度実践看護師を育成するため以下の目標を位置づけている。
①他職種との連携のもと、健康状態を総合的に判断できる能力を養う。
②包括的アセスメントに基づき、健康回復のために必要な治療が判断できる能力を養う。
③他職種との連携のもと、健康問題を判断し状況に合わせた支援が実践できる能力を養う。
④対象のニーズの充足のために他職種と連携し、リーダーシップを発揮するコンサルテーション能力を養う。
⑤判断や治療行為等において的確な倫理的判断を行い、対象への説明責任を負う能力を養う。
⑥保健医療・福祉制度および政策の理解に基づく、看護職者に対する管理・教育能力を養う。
⑦確かな知識と洞察力と共に研究的志向をもち臨床現場に貢献できる能力を養う。

診療看護師(NP)コースの特色

多職種連携の場において
高い実践力、リーダー
シップ力、管理力を身に
つけた高度専門職業人の
養成

九州の国立病院機構

とも連携し、豊富な臨床
経験をもつ多数の医師
からの講義、高度急性
期病院、臨床研修指定
病院、特定行為研修指
定研修機関等の機能を
有する臨床での実習

コース修了時には、
診療看護師（NP)の資格認
定試験受験資格取得（日
本NP教育大学院協議会
教育課程認定）、特定行為
研修修了者（２０区分３７
行為）として厚生労働省へ
登録

開設場所は“ももち”
国立病院機構九州医療セ
ンターに隣接する百道浜
キャンパスは、全国でも屈
指のウォーターフロントで
あり、海と近代的な建物
に囲まれたやすらぎの空
間をもつ環境で学ぶ

授業は全日制、午後から
夜間の講義（土曜日は午
前・午後）にて遠方からの
通学も可能

診療看護師（NP)コース アドミッションポリシー

○ 看護師としての経験を基に新たな問題に対して積極的に取り組もうとする人
○ チーム医療の要としての自覚と責任を有し、より良い医療を実現しようとする意欲に溢れた人
○ 地域における様々な医療に貢献するという視点で物事を考え行動しようとする人



純真学園大学 大学院 診療看護師（NP)コース カリキュラム

診療看護師（NP)が活躍する領域の考え方

【実習病院紹介】

【時間割（例）】

九州医療センター

長崎医療センター

福岡東医療センター

福岡病院

＊上記、ピンクはNPコース専門科目、緑は大学院共通科目

月～金曜日 月 火 水 木 金 土曜日 土
授業時間 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 授業時間 6/14

1 9:00～10:30 9:00～10:30 医療政策論(2) 1

2 10:40～12:10 10:40～12:10 2

3 12:20～13:50
臨床実践薬理学
(15):

NP特論(12): 13:00～14:30
多職種連携医療
論Ⅰ(10)

3

4 14:00～15:30
臨床実践薬理学
(16):

NP特論(13):
クリティカル診断演
習(18):

14:40～16:10 4

5 15:40～17:10 フィジカルアセスメン
ト演習(17):

クリティカル診断演
習(19):

16:20～17:50 5

6 18:00～19:30 フィジカルアセスメン
ト演習(18):

人体構造・機能
論(15):

疾患・臨床病態
論(19):

診察・診断学
(18):

看護研究方法論
Ⅰ(10)

7 19:40～21:10
クリティカル診断演
習(17):

人体構造・機能
論(16):

疾患・臨床病態
論(20):

診察・診断学
(19):

リスクマネジメ
ント(2)

前
期

後
期

前
期

後
期

多職種連携医療論Ⅰ 講義 1 ●

コンサルテーション論 講義 1 ●

健康増進科学 講義 1 ●

医療倫理論 講義 1 ●

医療政策論 講義 1 ●

災害医療論 講義 1 ○

看護研究方法論Ⅰ 演習 1 ●

看護研究方法論Ⅱ 演習 1 ○

リスクマネジメント 講義 1 ●

疫学 講義 1 ●

看護教育特論 演習 2 ●

看護管理特論 演習 2 ●

小児看護特論 演習 2 ○

成人急性期看護特論 演習 2 ○

成人慢性期看護特論 演習 2 ○

老年看護特論 演習 2 ○

在宅看護学特論 演習 2 ●

ＮＰ特論 講義・演習・実習 3 ●

人体構造・機能論 講義・演習・実習 2 ●

診察・診断学 講義・演習・実習 2 ●

クリティカル診断演習 講義・演習・実習 2 ●

フィジカルアセスメント演習 講義・演習・実習 2 ●

臨床実践薬理学 講義・演習 2 ●

疾病・臨床病態概論 講義・演習 2 ●

呼吸・循環管理実践演習(1) 講義 2 ●

呼吸・循環管理実践演習(2)・ＮＰ
特論演習

演習・実習 2 ●

薬剤・輸液投与とIVカテーテル管
理演習

講義・演習 4 ●

術後ドレーンおよび疼痛管理演習 講義・演習 2 ●

慢性期における治療管理演習 講義・演習 3 ●

ＮＰ臨床実習Ⅰ 実習 3 ●

ＮＰ臨床実習Ⅱ 実習 3 ●

ＮＰ臨床実習Ⅲ 実習 3 ●

ＮＰ臨床実習Ⅳ 実習 3 ●

ＮＰ臨床実習Ⅴ 実習 3 ●

ＮＰプライマリ実習 実習 1 ●
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